
近畿地区ビジネスイノベーション
サミットの企画・実施

Ac t i on !  s h ee t

① 運動としての成果
取り組み地域の魅力の再認識。
取り組み地域への関係人口の増加。

＜運動の背景・目的＞ ＜実施スケジュール＞

＜サマーコンファレンスまでの成果＞

① 実施背景
各地域に眠る新たな取り組みとステークホルダーが繋が
る仕組みが構築され、各地域の経済が活性化される必要
がある。

② 実施目的
地域課題解決のために資源を活用した地域経済を活性
化させる事業を継続して創出できるという気づきを得るこ
とを目的とする。

＜運動推進のステップ＞
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＜パートナー、アドバイザー＞
・公益財団法人わかやま産業振興財団
岡 京子 氏

学生と構築したビジネスプランに対して各々の
パートナーの専門分野からの講評をいただき
プランをブラッシュアップしていく。

② 地域の変化
他地域との人財の交流から既存の魅力への自信、新た
な魅力への気付きが得られる。

理想とする未来
新たな産業を創出するために、学生と有識者
を交えた意見交換の場を設け、その中で多様
なアイデアを集め、実現可能なプロジェクトを
構築し続ける未来。
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近畿地区協議会

どうしたらいいか分からない!を解決する
相談・サポートの申し込みはこちらから!
日本JC の会議委員会が、2026年に向け
ての運動構築方法をサポート!

A C T I O N !

誰でも地域に合った運動の構築ができる!
運動の推進議案をチェック!

G i a n  P o c k e t

・立命館大学 経営学部 准教授
林 永周 氏

3月～ ステークホルダーへのヒアリング

4月～ 各地域へのアンケート調査実施

5月～ 学生募集の開始

6月～ 講師による各地域勉強会の実施

7月～ 現地調査、フィールドワーク

8月～ ビジネスプランブラッシュアップ

9月～ サミット開催
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• 各地域が抱える課
題、地域の特色に
ついて発表をし、
学生が地域のこと
を認識する。

• 認識フェーズで得
た情報を実際に体
感しに現地へ赴き
情報を得る。

• 体感すると同時に
創出するビジネス
についてアイデア
を得る。

• これまでに得た情
報、体感を参考に
地域で展開できる
ビジネスプランを
作成する。

• JCメンバーがメン
ター・講師となりビ
ジネスについて学
生と共に向き合う。

• 各フェーズを経て
創出されたビジネ
スプランの発表の
場を設ける。

• 発表後創出された
ビジネスプランと
来場者とのマッチ
ングの機会を提供
する。

• 学生、JCメンバー
その他ステークホ
ルダーとが繋がる
機会とする。

連絡先: 近畿の新たな産業創出委員会 河合 俊彦 TEL: 080-1438-6479 MAIL: awesome2005australia@gmail.com

近畿の新たな産業創出委員会
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